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不明 11 3  
【活動の評価と課題】
今回の活動から，寄贈した車いすは自走用に比べて介助用
の割合が高いことが判明した.また自走用を寄贈したが，介助
用の車いすを希望する対象者およびその家族が多く見られ，
その中でもリクライニング型を希望する割合が高かった．し
かし，日本で破棄され収集される車いすは自走用の割合が高
いため，対象者が希望する車いすの種類を提供する事が難し
い．そのため，今後の課題として介助用およびリクライニン
グ型の車いすの集積率を高める事が必要である.
適合技術における課題として，タイ人は日本人に比べて下
肢が長く，フットサポートの高さ調整だけでは適合させるこ
とが難しいことが挙げられた．そのため，事前の準備として
簡易的なクッションを製作するなどの対策が検討された．
また，リクライニング型や脚部のエレベーティング機構等
の機能付き車いすは少数であったが需要が高く,障害程度に
関わらず提供してしまったため,本来提供しなければならな
い重度の障害を持った対象者へ提供する事が出来なかった.
これらのことから適合技術の向上と適合方法の確立,各疾
患と車椅子の機能に関する知識の修得および理解が必要であ
ることが再認識させられた.
【まとめ】
 今回の活動で得た経験や情報から，私達FWSとしての今後
の具体的な課題を認識することができた．従来の活動では，
車いすの修繕と寄贈のみを目的としていたが，今回は適合ま
でを目的として活動を行った．それにより，「空飛ぶ車いす」
におけるFWSの役割を確立することができた．今後は今回得
られた体験を通して見識を深め,支援活動を展開するととも
に貢献して行きたい． 
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